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「誰もが安心して暮らすことができる福祉のまちづくり」をめざして

事業計画・予算が決定令和4年度

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
作
東
長
寿
セ
ン

タ
ー
で
３
月
15
日（
火
）に
第
５
回
理
事
会
、３
月
23

日（
水
）に
第
３
回
評
議
員
会
を
開
催
し
、令
和
４

年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
を
決
定
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
よ
り「
重
層
的
支
援
体
制
構

築
事
業
」を
受
託
し
、高
齢
、障
害
、生
活
困

窮
等
の
分
野
を
問
わ
な
い
相
談
支
援
、多
様

な
参
加
支
援
、地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援

を一
体
的
に
行
い
ま
す
。ま
た
、美
作
市
社
協

が
策
定
し
た「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
行
動
計

画
」の
５
年
間
の
評
価
を
行
い
、第
２
次
計

画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。地
域
福
祉
を
推

進
す
る
中
核
的
な
専
門
機
関
と
し
て
、個
別

支
援
と
地
域
支
援
を
融
合
し
地
域
住
民
や

行
政
、多
様
な
関
係
機
関
・
団
体
と
の
協
働

に
よ
り「
地
域
住
民
に
よ
る
共
助
の
層
を
厚

く
す
る
仕
組
み
づ
く
り
」を
推
進
し
ま
す
。

基
本
方
針

■６ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実

⑴ 

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

機
能
充
実

　 

① 

社
協
地
域
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
連
携
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　 

ア
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
充
実

　 

② 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
育
成・支
援

　 

③ 

人
材
の
育
成（
各
種
養
成
講
座・研
修
会
等
の
開
催
）

　 

④ 「
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
」の
実
施

　 

⑤ 

市
内
の
小
・
中
・
高
校
生
に
向
け
た
体
験
型
福
祉
教
育

　 

の
開
催
と
メ
ニ
ュ
ー
作
成

　 

⑥ 

市
内
地
区
社
協
に
向
け
た「
地
域
福
祉
講
座
」の
開
催

　 

⑦ 

常
設
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置

⑵ 

一
時
里
親
バ
ン
ク
登
録
事
業
の
調
査
研
究

■１ 

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
推
進
に
向
け
た
相

談
支
援
体
制
の
構
築
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
の
実
践

⑴ 

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
推
進

⑵ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
と
人
材

育
成

⑶ 

美
作
市
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
社
協
地
域
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
相
談
支
援
体
制
の
強
化

⑷ 

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

■２ 

新
た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
す
る
仕
組
み
づ
く
り

⑴ 

美
作
お
助
け
隊
の「
地
域
公
益
事
業
」の
推
進

⑵ 

美
作
お
助
け
隊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
開
催
と
法
人
間

の
連
携
強
化

⑶ 

美
作
お
助
け
隊
に
よ
る
制
度
の
狭
間
を
カ
バ
ー
す
る
新

た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

⑷ 

生
活
困
窮
者
支
援
に
関
す
る
事
業

⑸ 

マ
ル
ナ
カ
美
作
店
と
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
の
実
施

⑹ 

行
政
と
の
連
携・パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

⑺ 

不
登
校
や
引
き
こ
も
り
、ニ
ー
ト
等
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る「
居
場
所
づ
く
り
」の
調
査
研
究

⑻ 

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
貸
出
事
業
の
実
施

■３ 

介
護
保
険
事
業
の
運
営

⑴ 

指
定
介
護
保
険
事
業
所

　 

① 

訪
問
介
護
事
業（
大
原
）

⑵ 

在
宅
福
祉
事
業

　 

① 

生
活
管
理
指
導
員
派
遣
事
業（
大
原
）

　 

② 

産
前・産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業（
大
原
）

　 

③ 

食
の
自
立
支
援
事
業（
大
原・作
東・英
田
）

■４ 
障
害
者（
児
）の
地
域
生
活
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
の

充
実 

⑴ 

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅰ
型「
な
ご
み
」の
運
営

⑵ 

精
神
障
害
者
共
同
作
業
所「
む
ぎ
の
会
」の
運
営

⑶ 

居
宅
介
護・重
度
訪
問
介
護（
大
原
）

⑷ 

相
談
支
援
事
業
所「
み
ら
い
」

⑸ 

地
域
生
活
支
援
事
業

⑹ 

在
宅
の
障
害
者
に
向
け
た「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」の

普
及
啓
発

⑺ 

招（
商
）福
連
携
に
よ
る
移
動
販
売
モ
デ
ル
事
業

■５ 

地
区
社
協
活
動
の
支
援
と
福
祉
教
育
の
推
進

⑴ 

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
推
進

⑵ 

地
区
社
協
メ
ニ
ュ
ー
事
業
の
実
施

　 

① 

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
事
業

　 

② 

お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業

　 

③ 

広
報
紙
作
成
支
援
事
業

　 

④ 

高
齢
者
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　 

⑤ 

友
愛
訪
問
支
援
事
業

　 

⑥ 

ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン
新
規
立
ち
上
げ
推
進
　 

　 

事
業

⑶ 

各
種
連
絡
会・委
員
会
の
開
催

　 

① 

地
域
社
協
連
絡
会
の
開
催（
市
圏
域
）

　 

② 

地
域
社
協
会
議
の
開
催（
地
域
圏
域
）

⑷ 「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
開
催

⑸ 

愛
育
委
員
・
栄
養
委
員
・
民
生
委
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と

の
連
携

⑹ 

保
健・福
祉・医
療
等
関
係
機
関・団
体
と
の
連
携

⑺ 

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
普
及

⑻ 

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
推
進

　 

① 

第
二
層
協
議
体
支
え
合
い
委
員
会
の
開
催（
６
地
域
）

　 

②
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置（
６
地
域
）

⑼ 

地
域
住
民
・
福
祉
団
体
・
企
業
等
に
向
け
た「
地
域
福
祉
講

座
」の
開
催

⑽ 

市
内
の
小
・
中
・
高
校
生
に
向
け
た
体
験
型
福
祉
教
育
の

開
催
と
メ
ニ
ュ
ー
作
成

⑸ 

多
機
関
の
協
働
に
よ
る
包
括
的
支
援
体
制
構
築
事
業

⑹ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

⑺ 

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

■７ 

法
人
後
見
機
能
と
権
利
擁
護
活
動
の
充
実

⑴ 

市
民
後
見
人
養
成
講
座
の
開
催

⑵ 

市
民
後
見
人
育
成
事
業

⑶ 

利
用
者
に
最
適
な
後
見
受
任
体
制
の
整
備

　 

① 

専
門
職
と
の
複
数
後
見
体
制
か
ら
本
会
の
単

　 

独
受
任
の
移
行

　 

② 

市
民
後
見
人
バ
ン
ク
登
録
者
を
法
人
後
見
支

　 

援
員
と
し
て
登
用

　 

③ 

市
民
後
見
人
と
本
会
に
よ
る
複
数
後
見
の
実

　 

施

⑷ 

地
区
社
協
等
で
の
広
報
活
動
・
関
係
機
関
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

　 

① 

権
利
擁
護
に
関
す
る
説
明
会
の
開
催

⑸ 

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　 

① 

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
実
施

　 

② 

生
活
支
援
員
に
よ
る
援
助
実
施

⑹ 

暮
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
会
の
実
施

■10  

広
報
活
動
の
充
実

⑴ 

社
協
だ
よ
り
の
発
行（
年
間
６
回
）及
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実

⑵ 

地
区
社
協
だ
よ
り
発
行
の
推
進

■11 

福
祉
団
体
へ
の
支
援

⑴ 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
市・支
部
）

⑵ 

身
体
障
害
者
福
祉
協
会（
市・支
部
）

⑶ 

遺
族
会（
市・支
部
）

⑷ 

保
護
司
会

■12  

法
人
運
営
体
制
の
強
化

⑴ 

経
営
、財
政
基
盤
の
確
立

⑵ 

諸
規
程
等
の
整
備

⑶ 

理
事
会
、評
議
員
会
、正
副
会
長
会
議
、評
議
員
選

任
解
任
委
員
会
の
開
催

⑷ 

監
事
に
よ
る
中
間
監
査
及
び
決
算
監
査
の
実
施

⑸ 

社
会
福
祉
協
議
会
会
員
の
加
入
促
進

⑹ 

広
報
紙
へ
の
有
料
広
告
の
掲
載

⑺ 

役
職
員
の
資
質
向
上
に
向
け
た
研
修
の
実
施

⑻ 「
子
ど
も
応
援
夢
基
金
」事
業
の
推
進

⑼ 

第
２
次
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
行
動
計
画
の
策
定

■13  

指
定
管
理
施
設
の
経
営

⑴ 

美
作
市
い
き
い
き
ゆ
う
ゆ
う
の
里
世
代
交
流
多

目
的
ホ
ー
ル（
美
作
）

■14  

共
同
募
金
運
動
の
推
進

⑴ 

美
作
市
共
同
募
金
委
員
会
の
運
営

⑵ 

共
同
募
金
配
分
金
事
業
の
見
直
し
と
適
性
実
施

⑶ 

共
同
募
金
特
別
支
援
事
業
の
実
施

　 

① 

共
同
募
金
活
動
強
化
特
別
支
援
事
業

　 

② 

赤
い
羽
根
ま
ち
づ
く
り
福
祉
活
動
助
成
事
業

■８ 

ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
の
推
進

⑴ 

ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
推
進
事
業

　 

① 

サ
ロ
ン
の
立
上
げ
及
び
運
営
支
援

　 

② 

サ
ロ
ン
活
動
助
成
事
業

　 

③ 

サ
ロ
ン
食
材
費
助
成
事
業

　 

④ 

サ
ロ
ン
外
出
支
援
事
業

　 

⑤ 

福
祉
出
前
講
座
の
開
催

⑵ 

住
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り
普
及
啓
発
事
業

　 

① 

サ
ロ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
開
催（
地
域
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
単
位
）

　 

② 

認
知
症
カ
フ
ェ
普
及
に
関
す
る
調
査
研
究

⑶ 

プ
ラ
ン
タ
ー
で
つ
な
が
る
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
実
施

■９ 

子
育
て
支
援
の
推
進

⑴ 

子
育
て
サ
ロ
ン（
勝
田
１
、大
原
１
、美
作
２
、作

東
１
、英
田
１
）

⑵ 

あ
か
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン（
美
作
）

⑶ 
預
か
り
保
育（
大
原・美
作
）

⑷ 

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー（
美
作
）

⑸ 

子
育
て
用
品
の
貸
出
事
業

令
和
４
年
度
実
施
事
業

令和４年度 一般会計 資金収支予算書
（自）令和4年4月1日　（至）令和5年3月31日

【社会福祉事業　合算】 単位：千円
勘定科目

事業活動資金収支差額（3）=（1）-（2）

施設整備等資金収支差額（6）=（4）-（5）

その他の活動資金収支差額（9）=（7）-（8）

収入支出予算総額

予備費支出（10）
当期資金収支差額合計（11）=（3）+（6）+（9）-（10）
前期末支払資金残高（12）
当期末支払資金残高（11）+（12）

会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
貸付事業収入
事業収入
負担金収入
介護保険事業収入
障害福祉サービス等事業収入
受取利息配当金収入
その他の収入
事業活動収入計（1）

人件費支出
事業費支出
事務費支出
貸付事業支出
共同募金配分金事業費支出
助成金支出
負担金支出
事業活動支出計（2）

施設整備等収入計（4）
固定資産取得支出
施設整備等支出計（5）

積立資産取崩収入
その他の活動収入計（7）
積立資産支出
その他の活動による支出
その他の活動支出計（8）

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収 

入
支 

出

収 

入

支 

出

支
　
　
出

施
設
整
備
等

に
よ
る
収
支

そ
の
他
の
活
動

に
よ
る
収
支

収
　
　
入

予算額 前年度予算額 増減
7,010
4,000
56,330
163,626

632
6,174
9,574
52,434
10,380
1,804
1,550

313,514
239,641
41,583
2,432
1,900
2,120
8,901
892

297,469
16,045

0
0
0
0

2,668
2,668
5,581
11,132
16,713

△14,045
2,000

0
0
0

316,182

7,320
6,200
57,995
99,835
1,250
5,153
14,185
99,124
8,580
2,114
1,035

302,791
227,957
43,983
2,670
4,750
2,140
9,639
891

292,030
10,761

0
288
288

△288
2,000
2,000
2,668
10,805
13,473
△11,473
2,000
△3,000
3,000

0
307,791

△310
△2,200
△1,665
63,791
△618
1,021
△4,611
△46,690
1,800
△310
515

10,723
11,684
△2,400
△238
△2,850
△20
△738

1
5,439
5,284

0
△288
△288
288
668
668
2,913
327
3,240

△2,572
0

3,000
△3,000

0
8,391
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「誰もが安心して暮らすことができる福祉のまちづくり」をめざして

事業計画・予算が決定令和4年度

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
作
東
長
寿
セ
ン

タ
ー
で
３
月
15
日（
火
）に
第
５
回
理
事
会
、３
月
23

日（
水
）に
第
３
回
評
議
員
会
を
開
催
し
、令
和
４

年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
を
決
定
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
よ
り「
重
層
的
支
援
体
制
構

築
事
業
」を
受
託
し
、高
齢
、障
害
、生
活
困

窮
等
の
分
野
を
問
わ
な
い
相
談
支
援
、多
様

な
参
加
支
援
、地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援

を一
体
的
に
行
い
ま
す
。ま
た
、美
作
市
社
協

が
策
定
し
た「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
行
動
計

画
」の
５
年
間
の
評
価
を
行
い
、第
２
次
計

画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。地
域
福
祉
を
推

進
す
る
中
核
的
な
専
門
機
関
と
し
て
、個
別

支
援
と
地
域
支
援
を
融
合
し
地
域
住
民
や

行
政
、多
様
な
関
係
機
関
・
団
体
と
の
協
働

に
よ
り「
地
域
住
民
に
よ
る
共
助
の
層
を
厚

く
す
る
仕
組
み
づ
く
り
」を
推
進
し
ま
す
。

基
本
方
針

■６ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実

⑴ 

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

機
能
充
実

　 

① 

社
協
地
域
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
連
携
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　 

ア
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
充
実

　 

② 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
育
成・支
援

　 

③ 

人
材
の
育
成（
各
種
養
成
講
座・研
修
会
等
の
開
催
）

　 

④ 「
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
」の
実
施

　 

⑤ 

市
内
の
小
・
中
・
高
校
生
に
向
け
た
体
験
型
福
祉
教
育

　 

の
開
催
と
メ
ニ
ュ
ー
作
成

　 

⑥ 

市
内
地
区
社
協
に
向
け
た「
地
域
福
祉
講
座
」の
開
催

　 

⑦ 

常
設
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置

⑵ 

一
時
里
親
バ
ン
ク
登
録
事
業
の
調
査
研
究

■１ 

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
推
進
に
向
け
た
相

談
支
援
体
制
の
構
築
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
の
実
践

⑴ 

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
推
進

⑵ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
と
人
材

育
成

⑶ 

美
作
市
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
社
協
地
域
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
相
談
支
援
体
制
の
強
化

⑷ 

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

■２ 

新
た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
す
る
仕
組
み
づ
く
り

⑴ 

美
作
お
助
け
隊
の「
地
域
公
益
事
業
」の
推
進

⑵ 

美
作
お
助
け
隊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
開
催
と
法
人
間

の
連
携
強
化

⑶ 

美
作
お
助
け
隊
に
よ
る
制
度
の
狭
間
を
カ
バ
ー
す
る
新

た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

⑷ 

生
活
困
窮
者
支
援
に
関
す
る
事
業

⑸ 

マ
ル
ナ
カ
美
作
店
と
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
の
実
施

⑹ 

行
政
と
の
連
携・パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

⑺ 

不
登
校
や
引
き
こ
も
り
、ニ
ー
ト
等
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る「
居
場
所
づ
く
り
」の
調
査
研
究

⑻ 

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
貸
出
事
業
の
実
施

■３ 

介
護
保
険
事
業
の
運
営

⑴ 

指
定
介
護
保
険
事
業
所

　 

① 

訪
問
介
護
事
業（
大
原
）

⑵ 

在
宅
福
祉
事
業

　 

① 

生
活
管
理
指
導
員
派
遣
事
業（
大
原
）

　 

② 

産
前・産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業（
大
原
）

　 

③ 

食
の
自
立
支
援
事
業（
大
原・作
東・英
田
）

■４ 

障
害
者（
児
）の
地
域
生
活
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
の

充
実 

⑴ 

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅰ
型「
な
ご
み
」の
運
営

⑵ 

精
神
障
害
者
共
同
作
業
所「
む
ぎ
の
会
」の
運
営

⑶ 

居
宅
介
護・重
度
訪
問
介
護（
大
原
）

⑷ 

相
談
支
援
事
業
所「
み
ら
い
」

⑸ 

地
域
生
活
支
援
事
業

⑹ 

在
宅
の
障
害
者
に
向
け
た「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」の

普
及
啓
発

⑺ 

招（
商
）福
連
携
に
よ
る
移
動
販
売
モ
デ
ル
事
業

■５ 

地
区
社
協
活
動
の
支
援
と
福
祉
教
育
の
推
進

⑴ 

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
推
進

⑵ 

地
区
社
協
メ
ニ
ュ
ー
事
業
の
実
施

　 

① 

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
事
業

　 

② 

お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業

　 

③ 

広
報
紙
作
成
支
援
事
業

　 

④ 

高
齢
者
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　 

⑤ 

友
愛
訪
問
支
援
事
業

　 

⑥ 

ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン
新
規
立
ち
上
げ
推
進
　 

　 

事
業

⑶ 

各
種
連
絡
会・委
員
会
の
開
催

　 

① 

地
域
社
協
連
絡
会
の
開
催（
市
圏
域
）

　 

② 

地
域
社
協
会
議
の
開
催（
地
域
圏
域
）

⑷ 「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
開
催

⑸ 

愛
育
委
員
・
栄
養
委
員
・
民
生
委
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と

の
連
携

⑹ 

保
健・福
祉・医
療
等
関
係
機
関・団
体
と
の
連
携

⑺ 

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
普
及

⑻ 

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
推
進

　 

① 

第
二
層
協
議
体
支
え
合
い
委
員
会
の
開
催（
６
地
域
）

　 

②
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置（
６
地
域
）

⑼ 

地
域
住
民
・
福
祉
団
体
・
企
業
等
に
向
け
た「
地
域
福
祉
講

座
」の
開
催

⑽ 

市
内
の
小
・
中
・
高
校
生
に
向
け
た
体
験
型
福
祉
教
育
の

開
催
と
メ
ニ
ュ
ー
作
成

⑸ 

多
機
関
の
協
働
に
よ
る
包
括
的
支
援
体
制
構
築
事
業

⑹ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

⑺ 

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

■７ 
法
人
後
見
機
能
と
権
利
擁
護
活
動
の
充
実

⑴ 

市
民
後
見
人
養
成
講
座
の
開
催

⑵ 

市
民
後
見
人
育
成
事
業

⑶ 

利
用
者
に
最
適
な
後
見
受
任
体
制
の
整
備

　 

① 

専
門
職
と
の
複
数
後
見
体
制
か
ら
本
会
の
単

　 

独
受
任
の
移
行

　 

② 

市
民
後
見
人
バ
ン
ク
登
録
者
を
法
人
後
見
支

　 

援
員
と
し
て
登
用

　 

③ 

市
民
後
見
人
と
本
会
に
よ
る
複
数
後
見
の
実

　 

施

⑷ 

地
区
社
協
等
で
の
広
報
活
動
・
関
係
機
関
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

　 

① 

権
利
擁
護
に
関
す
る
説
明
会
の
開
催

⑸ 

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　 

① 

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
実
施

　 

② 

生
活
支
援
員
に
よ
る
援
助
実
施

⑹ 

暮
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
会
の
実
施

■10  

広
報
活
動
の
充
実

⑴ 

社
協
だ
よ
り
の
発
行（
年
間
６
回
）及
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実

⑵ 

地
区
社
協
だ
よ
り
発
行
の
推
進

■11 

福
祉
団
体
へ
の
支
援

⑴ 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
市・支
部
）

⑵ 

身
体
障
害
者
福
祉
協
会（
市・支
部
）

⑶ 

遺
族
会（
市・支
部
）

⑷ 

保
護
司
会

■12  

法
人
運
営
体
制
の
強
化

⑴ 

経
営
、財
政
基
盤
の
確
立

⑵ 

諸
規
程
等
の
整
備

⑶ 

理
事
会
、評
議
員
会
、正
副
会
長
会
議
、評
議
員
選

任
解
任
委
員
会
の
開
催

⑷ 

監
事
に
よ
る
中
間
監
査
及
び
決
算
監
査
の
実
施

⑸ 

社
会
福
祉
協
議
会
会
員
の
加
入
促
進

⑹ 

広
報
紙
へ
の
有
料
広
告
の
掲
載

⑺ 

役
職
員
の
資
質
向
上
に
向
け
た
研
修
の
実
施

⑻ 「
子
ど
も
応
援
夢
基
金
」事
業
の
推
進

⑼ 

第
２
次
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
行
動
計
画
の
策
定

■13  

指
定
管
理
施
設
の
経
営

⑴ 

美
作
市
い
き
い
き
ゆ
う
ゆ
う
の
里
世
代
交
流
多

目
的
ホ
ー
ル（
美
作
）

■14  

共
同
募
金
運
動
の
推
進

⑴ 

美
作
市
共
同
募
金
委
員
会
の
運
営

⑵ 

共
同
募
金
配
分
金
事
業
の
見
直
し
と
適
性
実
施

⑶ 

共
同
募
金
特
別
支
援
事
業
の
実
施

　 

① 

共
同
募
金
活
動
強
化
特
別
支
援
事
業

　 

② 

赤
い
羽
根
ま
ち
づ
く
り
福
祉
活
動
助
成
事
業

■８ 

ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
の
推
進

⑴ 

ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
推
進
事
業

　 

① 

サ
ロ
ン
の
立
上
げ
及
び
運
営
支
援

　 

② 

サ
ロ
ン
活
動
助
成
事
業

　 

③ 

サ
ロ
ン
食
材
費
助
成
事
業

　 

④ 

サ
ロ
ン
外
出
支
援
事
業

　 

⑤ 

福
祉
出
前
講
座
の
開
催

⑵ 

住
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り
普
及
啓
発
事
業

　 

① 

サ
ロ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
開
催（
地
域
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
単
位
）

　 

② 

認
知
症
カ
フ
ェ
普
及
に
関
す
る
調
査
研
究

⑶ 

プ
ラ
ン
タ
ー
で
つ
な
が
る
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
実
施

■９ 

子
育
て
支
援
の
推
進

⑴ 

子
育
て
サ
ロ
ン（
勝
田
１
、大
原
１
、美
作
２
、作

東
１
、英
田
１
）

⑵ 

あ
か
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン（
美
作
）

⑶ 

預
か
り
保
育（
大
原・美
作
）

⑷ 

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー（
美
作
）

⑸ 

子
育
て
用
品
の
貸
出
事
業

令
和
４
年
度
実
施
事
業

令和４年度 一般会計 資金収支予算書
（自）令和4年4月1日　（至）令和5年3月31日

【社会福祉事業　合算】 単位：千円
勘定科目

事業活動資金収支差額（3）=（1）-（2）

施設整備等資金収支差額（6）=（4）-（5）

その他の活動資金収支差額（9）=（7）-（8）

収入支出予算総額

予備費支出（10）
当期資金収支差額合計（11）=（3）+（6）+（9）-（10）
前期末支払資金残高（12）
当期末支払資金残高（11）+（12）

会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
貸付事業収入
事業収入
負担金収入
介護保険事業収入
障害福祉サービス等事業収入
受取利息配当金収入
その他の収入
事業活動収入計（1）

人件費支出
事業費支出
事務費支出
貸付事業支出
共同募金配分金事業費支出
助成金支出
負担金支出
事業活動支出計（2）

施設整備等収入計（4）
固定資産取得支出
施設整備等支出計（5）

積立資産取崩収入
その他の活動収入計（7）
積立資産支出
その他の活動による支出
その他の活動支出計（8）

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収 

入
支 

出

収 

入

支 
出

支
　
　
出

施
設
整
備
等

に
よ
る
収
支

そ
の
他
の
活
動

に
よ
る
収
支

収
　
　
入

予算額 前年度予算額 増減
7,010
4,000
56,330
163,626

632
6,174
9,574
52,434
10,380
1,804
1,550

313,514
239,641
41,583
2,432
1,900
2,120
8,901
892

297,469
16,045

0
0
0
0

2,668
2,668
5,581
11,132
16,713

△14,045
2,000

0
0
0

316,182

7,320
6,200
57,995
99,835
1,250
5,153
14,185
99,124
8,580
2,114
1,035

302,791
227,957
43,983
2,670
4,750
2,140
9,639
891

292,030
10,761

0
288
288

△288
2,000
2,000
2,668
10,805
13,473
△11,473
2,000
△3,000
3,000

0
307,791

△310
△2,200
△1,665
63,791
△618
1,021
△4,611
△46,690
1,800
△310
515

10,723
11,684
△2,400
△238
△2,850
△20
△738

1
5,439
5,284

0
△288
△288
288
668
668
2,913
327
3,240

△2,572
0

3,000
△3,000

0
8,391
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美作市社会福祉協議会組織機構図令和4年度

会長・副会長 理事会 評議員会 監事

総務企画課 総務企画係

地域福祉係

権利擁護係

地域包括支援係

多機関協働係

自立相談支援係

障害支援係

総合相談支援課

福祉のまちづくり
推進課

障害支援課

事務局長

事務局次長

勝田地域ステーション

大原・東粟倉地域ステーション
大原訪問介護事業所

美作地域ステーション

作東地域ステーション

英田地域ステーション

法人後見事業

日常生活自立支援事業

勝田地域ステーション

大原・東粟倉地域ステーション

美作地域ステーション

作東地域ステーション

英田地域ステーション

美作市介護予防支援事業所

障害者地域活動支援センターなごみ

相談支援事業所みらい

精神障害者共同作業所むぎの会

新
入
職
員
紹
介

　
　
　
　
　
　
　 

（
令
和
４
年
４
月
１
日
付
）

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

地
域
福
祉
係
主
事

社
協
作
東
地
域
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

福
祉
活
動
専
門
員

松
本
　
洋
平

こ
の
度
、作
東
地
域
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
福
祉
活
動
専
門
員
と
し
て
勤
務

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。生
ま
れ
育
っ
た
美
作
市
で
地
域

の
皆
様
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
で

き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

人事異動（令和 4 年４月１日付）
氏　　　名 新　任　職 旧　　　職

事務局長兼総務企画課長

事務局次長兼福祉のまちづくり推進課第１課課長

総務企画課課長補佐

地域包括支援課課長
地域包括支援センター長
生活支援課課長代理
権利擁護係法人後見専門員
福祉のまちづくり推進課第２課課長
自立相談支援員兼家計改善支援員
福祉のまちづくり推進課第２課課長補佐
相談支援包括化推進員
生活支援課障害支援係課長補佐
障害者地域活動支援センターなごみ施設長
地域包括支援課係長
社協英田地域ステーション相談員
福祉のまちづくり推進課第１課係長
社協勝田地域ステーション福祉活動専門員
福祉のまちづくり推進課第１課係長
社協英田地域ステーション福祉活動専門員
地域包括支援課係長
地域包括支援センター主任介護支援専門員
福祉のまちづくり推進課第２課主任
自立相談支援員兼家計改善支援員
生活支援課障害支援係主任
地域活動支援センターなごみ相談員
　　　　兼 相談支援事業所みらい相談支援専門員
地域包括支援課主任
社協大原・東粟倉地域ステーション相談員
福祉のまちづくり推進課第１課主任
社協作東地域ステーション福祉活動専門員
福祉のまちづくり推進課第１課主事
社協美作地域ステーション福祉活動専門員
福祉のまちづくり推進課第１課主事
社協大原・東粟倉地域ステーション福祉活動専門員
福祉のまちづくり推進課第１課主事
社協作東地域ステーション福祉活動専門員
生活支援課権利擁護係主事
日援事業専門員
地域包括支援課主事
保健師
地域包括支援課主事
社協作東地域ステーション相談員
生活支援課権利擁護係主事
日援事業専門員

事務局長（再雇用嘱託職員）

事務局次長兼障害支援課課長

総務企画課長
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福祉のまちづくり推進課課長

福祉のまちづくり推進課地域福祉係課長補佐　
社協勝田地域ステーション福祉活動専門員
総合相談支援課多機関協働係課長補佐
相談支援包括化推進員
障害支援課障害支援係課長補佐
障害者地域活動支援センターなごみ施設長
総合相談支援課地域包括支援係係長
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　　　　兼 相談支援事業所みらい相談支援専門員
総合相談支援課地域包括支援係主任
社協大原・東粟倉地域ステーション相談員
総合相談支援課自立相談支援係主任
自立相談支援員兼家計改善支援員
総合相談支援課自立相談支援係主事
自立相談支援員兼家計改善支援員
福祉のまちづくり推進課地域福祉係主事
社協大原・東粟倉地域ステーション福祉活動専門員
福祉のまちづくり推進課地域福祉係主事
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退職　（令和４年３月３１日付） 春名　正敏　　　事務局長兼総務企画課課長
小坂　三恵子　　福祉のまちづくり推進課第１課主任　社協勝田地域ステーション福祉活動専門員

美作市社協は、令和４年４月より、重層的支援体制整備事業の受託や総合相談支援センターの設置に
伴い、組織機構を従来の５課から４課７係に再編成します。
福祉のまちづくり推進課は、各地域ステーションを拠点に個別支援と地域づくりを推進する地域福祉係

と日常生活自立支援事業及び法人後見事業を所轄する権利擁護係の２つの係で編成します。
総合相談支援課は、美作保健センター内の総合相談支援センターに設置し、重層的支援体制整備事業

の拠点として、行政と協働しながら、市民の生活に関わる相談を分野や属性を問わず包括的な相談支援を
行うコントロールタワーの役割を担います。多機関協働係は複数の支援機関が関わる複合課題を抱える個
人や世帯の支援調整を担い、自立相談支援係は生活困窮者自立支援事業を、地域包括支援係は地域包括
支援センター事業をそれぞれ所轄します。
障害支援課は、障害者関係の事業に特化した３つの係で編成しました。
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人事異動（令和 4 年４月１日付）
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事務局長兼総務企画課長

事務局次長兼福祉のまちづくり推進課第１課課長

総務企画課課長補佐

地域包括支援課課長
地域包括支援センター長
生活支援課課長代理
権利擁護係法人後見専門員
福祉のまちづくり推進課第２課課長
自立相談支援員兼家計改善支援員
福祉のまちづくり推進課第２課課長補佐
相談支援包括化推進員
生活支援課障害支援係課長補佐
障害者地域活動支援センターなごみ施設長
地域包括支援課係長
社協英田地域ステーション相談員
福祉のまちづくり推進課第１課係長
社協勝田地域ステーション福祉活動専門員
福祉のまちづくり推進課第１課係長
社協英田地域ステーション福祉活動専門員
地域包括支援課係長
地域包括支援センター主任介護支援専門員
福祉のまちづくり推進課第２課主任
自立相談支援員兼家計改善支援員
生活支援課障害支援係主任
地域活動支援センターなごみ相談員
　　　　兼 相談支援事業所みらい相談支援専門員
地域包括支援課主任
社協大原・東粟倉地域ステーション相談員
福祉のまちづくり推進課第１課主任
社協作東地域ステーション福祉活動専門員
福祉のまちづくり推進課第１課主事
社協美作地域ステーション福祉活動専門員
福祉のまちづくり推進課第１課主事
社協大原・東粟倉地域ステーション福祉活動専門員
福祉のまちづくり推進課第１課主事
社協作東地域ステーション福祉活動専門員
生活支援課権利擁護係主事
日援事業専門員
地域包括支援課主事
保健師
地域包括支援課主事
社協作東地域ステーション相談員
生活支援課権利擁護係主事
日援事業専門員

事務局長（再雇用嘱託職員）

事務局次長兼障害支援課課長

総務企画課長

総合相談支援課課長
総合相談支援センター長

福祉のまちづくり推進課課長

福祉のまちづくり推進課地域福祉係課長補佐　
社協勝田地域ステーション福祉活動専門員
総合相談支援課多機関協働係課長補佐
相談支援包括化推進員
障害支援課障害支援係課長補佐
障害者地域活動支援センターなごみ施設長
総合相談支援課地域包括支援係係長
社協英田地域ステーション相談員
障害支援課障害支援係係長
障害者地域活動支援センターなごみ相談員兼指導員
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社協美作地域ステーション福祉活動専門員
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社協大原・東粟倉地域ステーション福祉活動専門員
福祉のまちづくり推進課地域福祉係主事
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日援事業専門員兼法人後見専門員
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保健師
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退職　（令和４年３月３１日付） 春名　正敏　　　事務局長兼総務企画課課長
小坂　三恵子　　福祉のまちづくり推進課第１課主任　社協勝田地域ステーション福祉活動専門員

美作市社協は、令和４年４月より、重層的支援体制整備事業の受託や総合相談支援センターの設置に
伴い、組織機構を従来の５課から４課７係に再編成します。
福祉のまちづくり推進課は、各地域ステーションを拠点に個別支援と地域づくりを推進する地域福祉係

と日常生活自立支援事業及び法人後見事業を所轄する権利擁護係の２つの係で編成します。
総合相談支援課は、美作保健センター内の総合相談支援センターに設置し、重層的支援体制整備事業

の拠点として、行政と協働しながら、市民の生活に関わる相談を分野や属性を問わず包括的な相談支援を
行うコントロールタワーの役割を担います。多機関協働係は複数の支援機関が関わる複合課題を抱える個
人や世帯の支援調整を担い、自立相談支援係は生活困窮者自立支援事業を、地域包括支援係は地域包括
支援センター事業をそれぞれ所轄します。
障害支援課は、障害者関係の事業に特化した３つの係で編成しました。
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令和４年４月より
重層的支援体制整備事業に取り組みます

重層的支援体制整備事業は、社会福祉法の改正により、市町村の手上げに基づく任意事業と
して、令和３年４月から施行されました。美作市社協は、令和４年度より本事業を美作市から受託
し実施します。
この事業は、既存の相談支援や地域づくり支援の取り組みを活かして、地域住民の課題に寄

り添う制度です。
これまでの相談窓口は、介護保険に関する相談は高齢者の総合相談窓口である地域包括支
援センターへ、障害に関する相談は障害者地域活動支援センターへというように相談者の属性
別・分野別に設置されていました。
しかし、福祉に関する相談窓口が多数存在しており、相談に行っても窓口を「たらいまわし」に
されたり、住民からは、どこに相談すればいいかわからないといった声が聞かれます。
また、近年、地域住民が抱える課題は複雑化・複合化しており、一つの世帯に複数の課題を抱
えていることがあります。例えば、８０代の親が５０代の子どもの生活を支える８０５０問題、介護と
育児のダブルケア、ごみ屋敷、虐待、社会からの孤立など、従来の子ども・障害・高齢・生活困窮
といった分野別の支援体制では対応しきれないケースが存在します。そこで、この事業を実施す
ることにより、各支援機関が分野を超えて連携し、地域全体で相談者に寄り添える体制を整備
することで、今まで対応しきれていなかった制度の狭間のニーズに対応していくものです。
「重層的支援体制整備事業」は住民の複合化・複雑化した支援ニーズに対応する包括的な支
援体制を構築するために、次のⅠ～Ⅲの３つの支援に関わる５つの事業を一体的に実施すること
が必須となっています。

相談先がわからない「困りごと」は、お近くの
「社協地域ステーション」又は「美作市総合相談支援センター」へ！
美作市の相談支援体制は、美作保健センター内に設置している「美作市総合相談支援センター」が全世

代を対象にした包括的な初期相談の窓口として、その役割を担います。
また、住民の身近な生活圏域でも相談にワンストップで対応するために「社協地域ステーション」を市内

５か所に設置しています。
社協の相談窓口では、福祉の専門職である社協のコミュニティソーシャルワーカーと地域包括支援セン

ター相談員が総合相談に対応し、各支援機関と連携しながら、本人や地域の方々と共に、問題解決に向け
て心のこもった支援を行います。その他、従来の相談窓口でも、あらゆる相談に対応いたします。
どこに相談すればいいかわからない「福祉に関する困りごと」がありましたら、美作市総合相談支援セン

ター・社協地域ステーションまで、お気軽にご相談ください。

支援区分 事業名

①包括的相談支援事業

③アウトリーチ事業

④参加支援事業

⑤地域づくり事業

②多機関協働事業

Ⅱ. 参加支援

Ⅲ. 地域づくりに
　 向けた支援

Ⅰ. 相談支援

内容
美作市や美作市社協など、既存の相談窓口が本人や世帯の属性を
問わず包括的に相談を受け止めるとともに、１つの相談窓口では解
決できないケースに対して、適切な相談支援機関と連携を図りなが
ら支援を行います。

課題が複合化・複雑化しており、支援機関間の役割分担や調整が必
要な場合、各支援機関をつなぐ調整役を担う「相談支援包括化推進
員」が会議を開催し、支援の方向性を定め、チームアプローチによる
支援を実施します。

複合化・複雑化した課題を抱える世帯や何らかの理由で引きこもり、
SOSを発信できない当事者やその家族、支援が届いていない人を
訪問し、必要な支援につなげられるよう丁寧な働きかけを行います。

生活困窮者や引きこもり、障害者等の社会的孤立者の中で、社会や
地域との関わりに意欲が出てきた人を地域につなぎ戻していくため
の支援になります。仕事をしたり、地域行事に参加したり、本人に
合った場を探して、役割を見出せるような働きかけを行います。

「サロン」「居場所づくり」「通いの場」「カフェ」等の既存の活動に、生
活課題を抱える人が地域とつながりを持てるような機能を加えたり、
住民同士の関係性を育み、地域のつながりの再構築に向けた学び
や交流、活動の場を整備し、地域づくりを推進します。誰に相談したらいいか分からない

８０５０問題ごみ屋敷

美作市の重層的支援体制整備事業の相談支援体制

社協勝田

地域ステーション

社協大原・東粟倉

地域ステーション

社協美作

地域ステーション

社協作東

地域ステーション

その他美作市の

相談窓口

地域子育て支援センター

（教育委員会教育総務課）

発達支援センター

（美作市子ども政策課）

障害者地域活動

支援センターなごみ

社協英田

地域ステーション

【 統合型拠点 】

美作市総合相談支援センター
・ 地域包括支援センター機能
・ 生活困窮者自立支援機能
・ 多機関協働事業機能
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引きこもり支援研修会の様子

美作市地域社協連絡会で
引きこもりの理解を深める研修会を開催

３月１８日（金）作東長寿センター会議室で、
美作市地域社会福祉協議会連絡会役員会を
開催しました。
今回は役員研修として、市内で引きこもり支

援事業を実施しているNPO法人山村エンター
プライズと協働で行いました。NPO法人岡山
高等学院の水野文一郎氏を講師に迎え、「引き
こもりの理解と支援について」と題し、引きこ
もりの実態や支援方法について講演していた
だきました。
その後、「NPO法人津山きびの会」の引きこ

もり当事者より、引きこもっていた過去の経験
や、その時の気持ち、引きこもりから抜け出すことができたきっかけについて話していただきました。
研修終了後のアンケート調査では「引きこもっている人の気持ちがよくわかった。」「社会とつながること

の大切さや重要性がよくわかった。」「地域でできることを考える。」等の意見が多くありました。
また、今後地区社協等で引きこもり支援に関する研修会を開催し、当事者から直に話を聞きたいとの声
が聞かれました。
美作市地域社会福祉協議会連絡会では、社会問題となっているテーマを取り上げ、我が事としてとらえ

る（自分たちの地域に置き換えて考える）ことを目的に、毎年研修会を実施しています。

3月29日（火）、美作市社協本所において、
一般社団法人美作青年会議所（美作JC）より
「子ども応援夢基金」に、多額のご寄附をいた
だきました。
ご厚志に深く感謝いたします。
美作JCの中山理事長は「美作市内の子ど

もたちの将来のために、有効に活用していた
だきたい。」と述べ、美作市社協の山本会長は
「本基金の趣旨に賛同いただき大変有難い。
大切にお預かりし、有意義に活用させていた
だく。」と話し、感謝状を贈呈しました。

一般社団法人美作青年会議所（美作JC）より
「子ども応援夢基金」に多額のご寄附をいただきました。

山本会長（左）と美作JC中山理事長

入居後の変化
入居時高値（４～５）で一定期間後に
再度検査を受診した方（７名）

入居時の希死念慮
精神健康調査：

数字が大きいほど希死念慮が強い（41 名）

変わらない
（14%）

下がった（86%）
その8割以上が「0」に回復
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「ひきこもり」支援の現場から「ひきこもり」支援の現場から

本会は、令和４年度から重層的支援体制整備事業を受託し、（詳し
くはＰ６～Ｐ７をご覧ください。）、８０５０問題や引きこもり、ヤングケア
ラー等複合化・複雑化した地域生活課題の解決に向けた支援に取
り組むことになりました。
このような問題は、従来の子ども、障害、高齢、生活困窮等の分野

別の支援機関では対応することができず、様々な支援機関とのネッ
トワークを構築し、解決に取り組む必要があります。
そこで今月号から、美作市内で実際に引きこもり支援に取り組ん

でおられる「ＮＰＯ法人山村エンタープライズ」事務局長 能登大次
氏に支援の現状に関するコラムを寄稿していただき、市民の皆様に
理解を深めていただきたいと思います。

NPO法人山村エンタープライズ

事務局長　能登大次
 の   と  ひろつぐ
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だきました。
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の大切さや重要性がよくわかった。」「地域でできることを考える。」等の意見が多くありました。
また、今後地区社協等で引きこもり支援に関する研修会を開催し、当事者から直に話を聞きたいとの声
が聞かれました。
美作市地域社会福祉協議会連絡会では、社会問題となっているテーマを取り上げ、我が事としてとらえ

る（自分たちの地域に置き換えて考える）ことを目的に、毎年研修会を実施しています。
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一般社団法人美作青年会議所（美作JC）より
「子ども応援夢基金」に、多額のご寄附をいた
だきました。
ご厚志に深く感謝いたします。
美作JCの中山理事長は「美作市内の子ど

もたちの将来のために、有効に活用していた
だきたい。」と述べ、美作市社協の山本会長は
「本基金の趣旨に賛同いただき大変有難い。
大切にお預かりし、有意義に活用させていた
だく。」と話し、感謝状を贈呈しました。

一般社団法人美作青年会議所（美作JC）より
「子ども応援夢基金」に多額のご寄附をいただきました。

山本会長（左）と美作JC中山理事長

入居後の変化
入居時高値（４～５）で一定期間後に
再度検査を受診した方（７名）

入居時の希死念慮
精神健康調査：

数字が大きいほど希死念慮が強い（41 名）

変わらない
（14%）

下がった（86%）
その8割以上が「0」に回復

5
（24%）

4 （10%）

3 （5%）
2 （5%）

1
（15%）

0
（41%）

１
／
３
が
希
死
念
慮
強

「
人
お
こ
し
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」

で
処
方
さ
れ
る
魔
法
の
薬

と
は
？

美
作
市
民
の
み
な
さ
ん
、作
州

武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
の
裏
手
で
６
年

前
に
産
声
を
あ
げ
た「
人
お
こ
し

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」、ご
存
知
で
す
か
？

「
よ
う
知
ら
ん
が
あ
れ
じ
ゃ
ろ
、

ひ
き
こ
も
り
や
ら
、心
の
病
気
の
子

ら
が
来
よ
る
と
こ
じ
ゃ
ろ
」

正
解
！
！
そ
れ
で
す
。

こ
の
６
年
間
で
、様
々
な
事
情
に

よ
り
社
会
と
な
じ
め
ず
に
い
た
16

〜
44
歳
の
若
者
64
名
が
入
居
し
、

50
名
が
卒
業
し
ま
し
た
。滞
在
期

間
は
、数
ヶ
月
〜
数
年
。卒
業
後
の

進
路
も
、進
学
、就
職
、福
祉
サ
ー

ビ
ス
利
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。入
居
中

に
、共
同
生
活
を
通
じ
て
人
間
関
係

経
験
を
積
み
、地
域
で
の
様
々
な
体

験
を
経
て
自
信
を
つ
け
、成
長
し
、

そ
し
て
巣
立
っ
て
行
き
ま
す
。

一
体
な
に
が
彼
ら
を
ひ
き
こ
も
ら

せ
、そ
し
て
、な
に
が
彼
ら
を
立
ち

直
ら
せ
た
の
か
？
10
年
近
い
若
者

支
援
経
験
を
積
ん
だ
私
の
中
で
も
、

答
え
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

で
も
、一
つ
の
デ
ー
タ
を
見
て
み

る
と
、そ
の
ヒ
ン
ト
が
見
え
て
く
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

下
の
図
は
、人
お
こ
し
入
居
時
の

「
希
死
念
慮（
自
殺
願
望
）」の
強
さ

を
０
〜
５
の
６
段
階
で
評
価
し
た

デ
ー
タ
と
、そ
の
変
化
を
グ
ラ
フ
に

し
た
も
の
で
す
。

入
居
時
に
死
に
た
い
気
持
ち
が

強
い
方
が
、実
に
３
分
の
１
。と
こ

ろ
が
、１
年
程
度
の
人
お
こ
し
暮
ら

し
を
経
て
再
検
査
を
す
る
と
、そ
の

う
ち
８
割
の
方
が
ゼ
ロ
に
ま
で
下

が
っ
て
い
る
の
で
す
。「
も
う
死
ん
で

も
い
い
や
」と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
追

い
詰
め
ら
れ
て
い
た
若
者
た
ち
が

「
や
っ
ぱ
り
生
き
て
み
よ
う
！
」へ
と

Ｖ
字
回
復
。一
体
こ
れ
は
ど
う
い
う

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
、私
達
が
開
発
し
た「
希
死

念
慮
回
復
の
秘
薬
」を
毎
晩
飲
ま

せ
て
い
る
か
ら
・・・
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。彼

ら
は
、家
族
の
元
を
離
れ
、似

た
よ
う
な
境
遇
の
仲
間
た
ち
と
寝

食
を
共
に
し
、地
域
に
出
て
体
を
動

か
し
、そ
し
て
困
っ
た
時
に
は
近
く

の
大
人（
ス
タ
ッ
フ
た
ち
）に
助
け
て

も
ら
う
、そ
れ
だ
け
の
暮
ら
し
の
中

で
、自
然
に
、生
き
る
こ
と
へ
の
信

頼
を
取
り
戻
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

「
も
う
死
ん
で
も
い
い
や
」を

「
や
っ
ぱ
り
生
き
て
み
よ
う
！
」に
早

変
わ
り
さ
せ
る「
魔
法
の
薬
」に
、少

し
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
、当
連
載
コ

ラ
ム
を
通
じ
て
、こ
の
魔
法
の
種
明

か
し
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。お
楽
し
み
に
！

「ひきこもり」支援の現場から「ひきこもり」支援の現場から

本会は、令和４年度から重層的支援体制整備事業を受託し、（詳し
くはＰ６～Ｐ７をご覧ください。）、８０５０問題や引きこもり、ヤングケア
ラー等複合化・複雑化した地域生活課題の解決に向けた支援に取
り組むことになりました。
このような問題は、従来の子ども、障害、高齢、生活困窮等の分野

別の支援機関では対応することができず、様々な支援機関とのネッ
トワークを構築し、解決に取り組む必要があります。
そこで今月号から、美作市内で実際に引きこもり支援に取り組ん

でおられる「ＮＰＯ法人山村エンタープライズ」事務局長 能登大次
氏に支援の現状に関するコラムを寄稿していただき、市民の皆様に
理解を深めていただきたいと思います。

NPO法人山村エンタープライズ

事務局長　能登大次
 の   と  ひろつぐ
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電動アシスト自転車の寄附をお願いします！
～生活に課題を抱える方の自立支援のために～

ライオンズクラブ（LC）国際協会336-B地区3R-1Zと
災害時のボランティア活動を支援する協定を締結しました。

２月２２日（火）、美作市社協は、津山地域の５つのラ
イオンズクラブ（LC）でつくる「LC国際協会336-B地
区3R-1Z」と、災害時におけるボランティア支援に関
する協定を締結しました。
今回の協定は、美作市に災害が発生し、美作市社
協が災害ボランティアセンターを立ち上げた際、災
害ボランティアの運営支援や、物資の提供など、迅速
な支援活動が行えるよう相互に協力するというもの
です。
美作市社協本所で行われた協定書締結式では、
3R-1Zゾーン・金田チェアパーソンと美作市社協の
山本会長が協定書に署名し、金田チェアパーソンは
「被災地支援に来られたボランティアの人たちが動
きやすい対応をしていきたい。」と述べ、山本会長は
「皆さんの協力は大変心強く、有難い。」と話しました。

美作市内には、障害等の理由で自動車免許の取得が
難しい方や、経済的な理由で自動車が購入できないな
ど、交通手段に課題を抱え、就労や通院などに支障をき
たしている方がいます。しかし、そのような方でも、電動
アシスト付き自転車があれば、生活範囲を広げることが
できます。
美作市社協は、このような交通手段に課題を抱える方

の福祉ニーズに対応するために、令和4年度より「電動ア
シスト自転車貸出事業」を実施します。
事業実施に当たり、美作市社協で２台の車両を整備し

ておりますが、市民の皆様からも不要になった電動アシスト自転車の寄附を募り、事業の充実を
図りたいと考えております。
障害者や生活困窮者の自立支援のために、ご寄附を検討いただける方は、まずはお気軽にお

問い合わせください。

　電動アシスト自転車は、修理等しなくても動くもので、現状で概ね３０キロ程度はアシスト機能が稼
働し、無料で提供いただけるものに限ります。

ご寄附いただきたい電動アシスト自転車

協定書に署名する金田チェアパーソン（左）と山本会長

　
３
月
に
は
次
年
度
の
活
動
内
容
を

皆
で
決
め
ま
す
。

内
容
は
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
歌
っ
て
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
・
脳
ト
レ・
外
部
か
ら
来
て

頂
い
て
研
修
・
９
月
の
案
山
子
づ
く
り

は
み
ま
ち
ゃ
ん
ネ
ル
で
も
取
り
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

活
動
を
続
け
る
中
で

嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
？

　
地
区
内
の
皆
さ
ん
が
よ
り
仲
良
く

和
や
か
に
な
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

「
楽
し
か
っ
た
〜
」と
の
笑
顔
の一
言
が

嬉
し
い
で
す
。

最
後
に一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
大
変
！
し
ん

ど
い
と
感
じ
た
ら
長
続
き
し
な
い
と
思

い
ま
す
。幸
い
地
区
の
皆
さ
ん
や
家
族

の
協
力
が
あ
り
、私
も一緒
に
楽
し
ん
で

い
ま
す
。そ
の
う
え
少
し
人
生
勉
強
を

さ
せ
て
頂
き
、皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
た
ら
最
高
で
す
。こ
れ
か
ら
も
地

区
の
皆
さ
ん
と
共
に
元
気
で
楽
し
く
続

け
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
勝
田
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
木
時

子
さ
ん
は
長
年
真
殿
地
区
サ
ロ
ン
の

代
表
と
し
て
男
性
も
ど
ん
ど
ん
参
加

し
て
も
ら
え
る
サ
ロ
ン
を
め
ざ
し
活

動
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
サ
ロ
ン
活
動
に
ご
活
躍
さ

れ
て
い
る
皆
木
さ
ん
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
、そ
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

皆
木　

　時
子
さ
ん

輝くボランティア
ボランティアさん インタビュー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

　
地
区
の
高
齢
者
の
方
た
ち
が
近
く
の

高
齢
者
施
設
で
開
か
れ
て
い
た
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、社
協

の
職
員
さ
ん
か
ら「
真
殿
も
地
元
で
地

区
サ
ロ
ン
を
開
始
し
た
ら
い
い
の
に
。」

と
勧
め
ら
れ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
か
？

　
平
成
２０
年
４
月
か
ら
毎
月
第
３
火
曜

日
に
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。最

初
に
長
く
続
け
て
い
く
に
は
ど
う
し
た

ら
良
い
か
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。そ
の

結
果
、参
加
を
希
望
さ
れ
た
方
を
４
グ

ル
ー
プ
に
分
け
て
、グ
ル
ー
プ
が
順
番

に
会
場
準
備
か
ら
昼
食
の
準
備
も
し

ま
す
。グ
ル
ー
プ
に
は
グ
ル
ー
プ
長
さ

ん
が
お
ら
れ
、毎
月
の
参
加
者
の
掌
握

等
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　
４
年
前
か
ら
は
食
事
は
出
来
る
人

み
ん
な
で
作
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
と

な
り
ま
し
た
が
、感
染
予
防
を
し
て
一

緒
に
食
べ
る
人
と
持
ち
帰
り
す
る
人
が

半
々
で
し
ょ
う
か
？

囲碁ボールを見守るサロン参加者の皆さん

バラ園で談笑中

☆優秀な人材募集中☆
システムエンジニア及び、
ケーブルテレビスタッフを随時募集しています

（ケーブルテレビスタッフは、番組制作等の仕事です。未経験者歓迎。）

■コンピュータシステムの設計、開発及び販売
■ネットワークの設計、構築
■インターネット接続サービス業（RELNET）
■CATV 運営
☆スマホ、タブレット向けプログラム開発

株式会社RELATION（リレーション）
本社　岡山県津山市東一宮46-10
TEL.0868-27-7744
http://www.rel-ltd.com/
recruit@rel-ltd.com

引越し 家具の移動
事務所移転
県外運送可

引越し

合同会社タムラ
☎0868-72-1525

〒707-0003　岡山県美作市明見801-1
お気軽に
お問い合わせください

◉引  越  し
　◉買物代行
　　◉配　　達

軽貨物運送業承ります

学生・単身・一般

【
勝
田
地
域
】
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ト
を

当
て
、そ
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

皆
木　

　時
子
さ
ん

輝くボランティア
ボランティアさん インタビュー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

　
地
区
の
高
齢
者
の
方
た
ち
が
近
く
の

高
齢
者
施
設
で
開
か
れ
て
い
た
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、社
協

の
職
員
さ
ん
か
ら「
真
殿
も
地
元
で
地

区
サ
ロ
ン
を
開
始
し
た
ら
い
い
の
に
。」

と
勧
め
ら
れ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
か
？

　
平
成
２０
年
４
月
か
ら
毎
月
第
３
火
曜

日
に
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。最

初
に
長
く
続
け
て
い
く
に
は
ど
う
し
た

ら
良
い
か
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。そ
の

結
果
、参
加
を
希
望
さ
れ
た
方
を
４
グ

ル
ー
プ
に
分
け
て
、グ
ル
ー
プ
が
順
番

に
会
場
準
備
か
ら
昼
食
の
準
備
も
し

ま
す
。グ
ル
ー
プ
に
は
グ
ル
ー
プ
長
さ

ん
が
お
ら
れ
、毎
月
の
参
加
者
の
掌
握

等
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　
４
年
前
か
ら
は
食
事
は
出
来
る
人

み
ん
な
で
作
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
と

な
り
ま
し
た
が
、感
染
予
防
を
し
て
一

緒
に
食
べ
る
人
と
持
ち
帰
り
す
る
人
が

半
々
で
し
ょ
う
か
？

囲碁ボールを見守るサロン参加者の皆さん

バラ園で談笑中

☆優秀な人材募集中☆
システムエンジニア及び、
ケーブルテレビスタッフを随時募集しています

（ケーブルテレビスタッフは、番組制作等の仕事です。未経験者歓迎。）

■コンピュータシステムの設計、開発及び販売
■ネットワークの設計、構築
■インターネット接続サービス業（RELNET）
■CATV 運営
☆スマホ、タブレット向けプログラム開発

株式会社RELATION（リレーション）
本社　岡山県津山市東一宮46-10
TEL.0868-27-7744
http://www.rel-ltd.com/
recruit@rel-ltd.com

引越し 家具の移動
事務所移転
県外運送可

引越し

合同会社タムラ
☎0868-72-1525

〒707-0003　岡山県美作市明見801-1
お気軽に
お問い合わせください

◉引  越  し
　◉買物代行
　　◉配　　達

軽貨物運送業承ります

学生・単身・一般

【
勝
田
地
域
】
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新型コロナウイルスの感染拡大により、外出やイベントの開催自粛、人と人とのつながり
や関り方が制限され、私達の生活は大きく変化しました。
令和３年１２月に実施した「ふれあい・いきいきサロンアンケート調査」では、集いや行事
が中止・自粛されることによって、家の中で過ごすことが増えた高齢者の孤立が浮き彫り
になりました。
そこで本会では「再び笑顔で集まれる日のために」を合言葉に、「プランターでつながる
スマイルプロジェクト」を立ち上げました。
このプロジェクトは、コロナ禍でも人とつながり続けるために、高齢者のお宅にトマトの
苗とプランターを提供し、家の玄関や庭先で、プランターに植えたトマトを育てながら、ご近
所同士で声を掛け合い、つながり続けようという取組です。
プロジェクトの参加を、ふれあい・いきいきサロンに募ったところ、１００サロン１,４６４人よ

り希望があり、現在準備を進めています。今後は市内の小中学校に協力をお願いし、プラン
ターに添えるメッセージカード作りに参加する子どもたちを募集します。
このプロジェクトを通して、これまで以上に住民同士の会話が増えたり、助け合ったりと
地域のつながりを広げる活動を支え続けていきたいと考えています。

プランターでつながる
スマイルプロジェクト始動

トマトは順調に
育ちよん？

市社協からプランターと
トマトの苗等を提供します。

プランターを自宅の
人目につく場所に置いて、
トマトを育てていただきます。

ご近所同士でトマトの成長をきっかけにお互いに声を掛け合い、
地域の中で人と人がつながり続けるための活動をすすめていただきます。

+
1

3

2

順調じゃあで
それからな…

※「プランターでつながるスマイルプロジェクト」への参加申込は締め切っています。

「子ども応援夢基金」への
ご協力をお願いします。

■基金の設立趣意書
　平成２７年時点で、我が国の子どもの貧困率は13.9％となり、生活困窮世帯の増加やそれに伴う

　「子ども応援夢基金」は、美作市内の生活困窮世帯に属する子どもたちの健やかな成長と夢と希
望を叶えるための個別支援と、その世帯及び保護者を支えるために設置された基金です。
　子どもたちの未来と健全な成長のために、皆様からのご寄附をお待ちしております。ご協力お願
いいたします。

※この寄附金は、法人税法第３７条第４項、所得税法第７８条第２項に該当し、寄附金控除が受けられます。

子どもへの貧困連鎖は深刻な状況です。美作市においても、
「学生服や教材が購入できない」「進学したいが諦めた」「修学
旅行の費用が準備できない」といった生活困窮世帯の子ど
もたちの問題・課題が顕在化しています。
　しかしながら、具体的な資金支援は社会制度の中にはな
く、生活困窮世帯の子どもたちを支援する新たな財源が必要
です。美作市社会福祉協議会は、一人でも多くの子どもが自
分の夢や希望を諦めず、将来に向かい健やかに成長すること
を支援するために、本基金を設置し、基金への寄附金は下記
の目的に掲げる事業財源とします。
　皆様からの寄附及び遺贈は、金額の多寡に関わらず本会
でお受けしますので、是非とも本基金の趣旨にご理解いただ
き、温かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。

社会福祉法人　美作市社会福祉協議会
会　長　　山　本　眞　澄

■基金の活用について
現行の制度やサービスではカバーできない、生活困窮世帯の子どもたちの進学や就職のため
に必要な下記の経費を貸付するとともに、その世帯及び保護者も含めた支援を行います。
❶ 入学時に必要な経費（通学費用・教材費・制服代等）
❷ 小・中・高校の修学旅行費
❸ 普通自動車及び原動機付自転車運転免許取得に必要な経費  
❹ 就職に必要な経費

■貸付条件　　 
美作市社会福祉協議会の家計改善支援員と生活の改善と家計の立て直しを図る「家計改善
支援プラン」の作成を受けた世帯等の方に、次の条件で貸付をします。
❶ 貸付額は、子ども一人に対し、一回につき２０万円を上限とします。
❷ 貸付利息は無利子、償還は３年以内、据置き期間は６カ月以内

■寄附金の募集期間
令和２年８月１日～令和７年３月３１日

■寄附金の受付
美作市社協本所並びに最寄りの支所・地域ステーションにご持参ください。
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３
月
か
ら
暖
か
い
日
が
続
き
、

今
年
も
桜
の
開
花
が
早
く
４
月
上

旬
に
は
満
開
に
な
り
ま
し
た
。

美
作
市
楢
原
の
土
手
沿
い
を
散

策
に
訪
れ
る
家
族
連
れ
も
多
く
、

桜
の
鑑
賞
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

表
紙
の
写
真

右
手

久
賀

真
加
部

大
町

古
町

古
町

下
庄
町

西
町

後
山

東
吉
田

北
山

下
香
山

明
見

明
見

長
畑
　
真
吾
様

（
亡
　
春
　
夫
）

梶
並
　
多
都
子
様

（
亡
　
千
　
歳
）

佐
桑
　
一
　
様

（
亡
　
良
　
章
）

松
本
　
幸
美
様

（
亡
　
　
要
　
）

川
戸
　
利
廣
様

（
亡
　
定
　
夫
）

竹
内
　
重
宣
様

（
亡
　
登
美
枝
）

大
杉
　
紀
美
代
様

（
亡
　
茂
　
生
）

小
深
田
　
正
樹
様

（
亡
　
　
勉
　
）

西
浦
　
八
千
代
様

（
亡
　
茂
　
美
）

赤
堀
　
英
子
様

（
亡
　
武
　
史
）

菊
地
　
志
郎
様

（
亡
　
文
　
子
）

貞
森
　
喜
代
子
様

（
亡
　
常
　
司
）

水
島
　
文
章
様

（
亡
　
喜
八
郎
）

安
東
　
寿
　
様

（
亡
小
林
　
ま
す
代
）

豊
国
原

湯
郷

湯
郷

栄
町

三
倉
田

楢
原
上

楢
原
上

平
福

巨
勢

海
田

鷺
巣

鷺
巣

大
内
谷

豊
野

福
本

香
典
返
し

一
般
寄
附

野
亀
　
修
平
様

（
亡
　
初
　
枝
）

尾
髙
　
和
男
様

（
亡
　
芳
　
惠
）

船
曳
　
美
代
子
様

（
亡
　
隆
　
司
）

皆
木
　
大
作
様

（
亡
　
重
　
章
）

長
尾
　
真
理
子
様

（
亡
　
千
　
歳
）

大
江
　
冨
士
惠
様

（
亡
　
正
　
幸
）

内
海
　
勝
彦
様

（
亡
　
信
　
夫
）

武
藤
　
義
己
様

（
亡
　
ふ
さ
ゑ
）

岡
本
　
昌
浩
様

（
亡
　
平
　
吉
）

江
見
　
仁
志
様

（
亡
　
松
　
江
）

草
苅
　
慎
　
様

（
亡
　
剛
　
士
）

草
苅
　
幸
治
様

（
亡
　
治
　
明
）

藤
岡
　
次
雄
様

（
亡
　
岩
　
雄
）

圓
東
　
正
英
様

（
亡
　
菅
　
江
）

國
司
　
佐
奈
江
様

（
亡
　
昭
　
子
）

豆
　
田

川
　
北

株
式
会
社 

レ
イ
テ
ッ
ク
様

作
東
地
区
仏
教
会
様

三
保
原

三
保
原

滝
　
宮

岡
山
市

岡
山
市

津
山
市

兵
庫
県

豊
福
　
尚
男
様

（
亡
　
　
健
　
）

長
船
　
洋
行
様

（
亡
　
久
　
子
）

古
田
　
久
子
様

（
亡
　
憲
　
詞
）

井
並
　
幸
秀
様

（
亡
　
重
　
幸
）

日
笠
　
昇
　
様

（
亡
　
利
　
彦
）

安
東
　
春
樹
様

（
亡
　
志
　
奈
）

下
山
　
政
文
様

（
亡
　
美
千
恵
）

物
品
寄
附

楢
原
下

楢
原
下

三
保
原

角
　
　
愼
作
様

（
お
米
　
10
㎏
）

角
　
　
愼
作
様

（
お
米
　
10
㎏
）

長
船
　
洋
行
様

（
歩
行
器
）

多
額
の
ご
芳
志

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
4
年
1
月
21
日
か
ら

令
和
4
年
3
月
20
日 

受
付
分

4,165,752円 令和4年3月31日現在

津山市…平山　智雄 様　　　　　豆　田…株式会社レイテック 様
匿名　１件　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　

「子ども応援夢基金」に寄附をいただきありがとうございます。
引き続き皆様のご協力をお願いいたします。

子ども応援夢基金実績報告

社協だよりは、皆様からお寄せいただいた社協会費・寄付金の一部を使って発行しています。

社会福祉法人 美作市社会福祉協議会編集・発行

福祉とは「ふだんのくらしのしあわせ」をみんなでつくる活動です。

〒709-4234 美作市江見280　TEL（0868）75-2622　FAX（0868）75-7081

〒707-0412 美作市古町1850-1
TEL（0868）78-0509 / FAX（0868）78-3230

大原・東粟倉
地域ステーション

〒709-4234 美作市江見280
TEL（0868）75-3780 / FAX（0868）75-7081

作東地域
ステーション

〒707-0014 美作市北山401
TEL（0868）72-3677 / FAX（0868）72-3969

美作地域
ステーション

〒707-0113 美作市真加部1616
TEL（0868）75-3601 / FAX（0868）75-3602

勝田地域
ステーション

〒707-0014 美作市北山390-2
TEL（0868）73-0330 / FAX（0868）72-7702

総合相談
支援センター

〒701-2604 美作市福本810-2
TEL（0868）74-2488 / FAX（0868）74-3232

英田地域
ステーション

美作市総合相談支援センターからのお知らせ美作市総合相談支援センターからのお知らせ

連絡先 TEL:73-0330美作市総合相談支援センター 美作市北山390-2
美作保健センター内

　「介護者のつどい」は、在宅などで介護をしている方を対象に、介護に役立つ知識を身につけたり、
抱えている悩みなどを相談しあえる場です。ご希望の方は送迎も対応致します。

介護者のつどい 開催のお知らせ

▶ 介護者のつどい

★ 贅沢していないのに毎月の生活費が足りない　 ★ 何にいくら使っているのかわからない
★ 子どもの進学っていくら位かかるの？　　　★ 収入に比べて、返済が多い
　家計相談員が丁寧に、「家計」や「お金」のことなど、一人ひとりの
悩みに応じた解決策を考え、家計立て直しのお手伝いをします。
　来所できない方については、直接出向いて相談をお伺いします。
　一人で悩まずに、まずはご相談ください。

開催日
・

場　所

5月16日（月）　勝田地域ステーション

6月15日（水）　大原・東粟倉地域ステーション
美作市真加部1616 勝田総合支所内

美作市古町1850-1大原保健センター内

対象者
（生活保護を受給している方は対象外です）
美作市内に在住で家計に関する悩みのある方

時　間 9時～16時

～家計相談会～ 一人で悩んでいませんか？相談無料
秘密厳守

勝田地域 大原・東粟倉地域 美作地域 作東地域 英田地域
日時

時間

場所

5月13日（金）
10：00～12：00
勝田保健センター
75-3601

日時

時間

場所

5月19日（木）
10：00～11：30
大原保健センター
78-0509

日時

時間

場所

5月27日（金）
13：30～15：30
世代交流
多目的ホール
73-0330

日時

時間

場所

5月10日（火）
10：00～11：30
作東長寿センター
75-3780

日時

時間

場所

5月17日（火）
9：30～12：00
英田保健センター
74-2488TEL TEL TELTEL

TEL

漢方と健康相談のできる店
当店では、様々なお悩みに漢方薬・栄養補助食品によ
る改善のお手伝いをさせていただきます。諦めていた
症状もご相談ください。
不妊でお悩みの方 痛みでお悩みの方

目でお悩みの方
置 き 薬 配 達

慢性皮膚疾患でお悩みの方

詳しくはHP http://yamamoto-yakkyoku.com

有（ ）山本薬局
美作市栄町183 （林野駅近く）所
8:00～19:00営 日・祝休

☎0868-72-0256

51

至美作 IC

明見トンネル
R179

R179
至湯郷

美作
警察署

至津山
林
野
駅

●★
山本薬局

カット（顔そり・シャンプー） 

ファミリー割引は2名で
300円、3名で500円を
総額から割引いたします。

理美容師急募（中習・技術者）
性 別・年齢不問

（サロンぺぺ  ☎0868-72-9800）

大人 2,530円
（
税
込
）

65歳以上（シルバー割引） 
（
税
込
）2,090円

15 14
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「子ども応援夢基金」に寄附をいただきありがとうございます。
引き続き皆様のご協力をお願いいたします。

子ども応援夢基金実績報告

社協だよりは、皆様からお寄せいただいた社協会費・寄付金の一部を使って発行しています。

社会福祉法人 美作市社会福祉協議会編集・発行

福祉とは「ふだんのくらしのしあわせ」をみんなでつくる活動です。

〒709-4234 美作市江見280　TEL（0868）75-2622　FAX（0868）75-7081

〒707-0412 美作市古町1850-1
TEL（0868）78-0509 / FAX（0868）78-3230

大原・東粟倉
地域ステーション

〒709-4234 美作市江見280
TEL（0868）75-3780 / FAX（0868）75-7081

作東地域
ステーション

〒707-0014 美作市北山401
TEL（0868）72-3677 / FAX（0868）72-3969

美作地域
ステーション

〒707-0113 美作市真加部1616
TEL（0868）75-3601 / FAX（0868）75-3602

勝田地域
ステーション

〒707-0014 美作市北山390-2
TEL（0868）73-0330 / FAX（0868）72-7702

総合相談
支援センター

〒701-2604 美作市福本810-2
TEL（0868）74-2488 / FAX（0868）74-3232

英田地域
ステーション

美作市総合相談支援センターからのお知らせ美作市総合相談支援センターからのお知らせ

連絡先 TEL:73-0330美作市総合相談支援センター 美作市北山390-2
美作保健センター内

　「介護者のつどい」は、在宅などで介護をしている方を対象に、介護に役立つ知識を身につけたり、
抱えている悩みなどを相談しあえる場です。ご希望の方は送迎も対応致します。

介護者のつどい 開催のお知らせ

▶ 介護者のつどい

★ 贅沢していないのに毎月の生活費が足りない　 ★ 何にいくら使っているのかわからない
★ 子どもの進学っていくら位かかるの？　　　★ 収入に比べて、返済が多い
　家計相談員が丁寧に、「家計」や「お金」のことなど、一人ひとりの
悩みに応じた解決策を考え、家計立て直しのお手伝いをします。
　来所できない方については、直接出向いて相談をお伺いします。
　一人で悩まずに、まずはご相談ください。

開催日
・

場　所

5月16日（月）　勝田地域ステーション

6月15日（水）　大原・東粟倉地域ステーション
美作市真加部1616 勝田総合支所内

美作市古町1850-1大原保健センター内

対象者
（生活保護を受給している方は対象外です）
美作市内に在住で家計に関する悩みのある方

時　間 9時～16時

～家計相談会～ 一人で悩んでいませんか？相談無料
秘密厳守

勝田地域 大原・東粟倉地域 美作地域 作東地域 英田地域
日時

時間

場所

5月13日（金）
10：00～12：00
勝田保健センター
75-3601

日時

時間

場所

5月19日（木）
10：00～11：30
大原保健センター
78-0509

日時

時間

場所

5月27日（金）
13：30～15：30
世代交流
多目的ホール
73-0330

日時

時間

場所

5月10日（火）
10：00～11：30
作東長寿センター
75-3780

日時

時間

場所

5月17日（火）
9：30～12：00
英田保健センター
74-2488TEL TEL TELTEL

TEL

漢方と健康相談のできる店
当店では、様々なお悩みに漢方薬・栄養補助食品によ
る改善のお手伝いをさせていただきます。諦めていた
症状もご相談ください。
不妊でお悩みの方 痛みでお悩みの方

目でお悩みの方
置 き 薬 配 達

慢性皮膚疾患でお悩みの方

詳しくはHP http://yamamoto-yakkyoku.com

有（ ）山本薬局
美作市栄町183 （林野駅近く）所
8:00～19:00営 日・祝休

☎0868-72-0256

51

至美作 IC

明見トンネル
R179

R179
至湯郷

美作
警察署

至津山
林
野
駅

●★
山本薬局

カット（顔そり・シャンプー） 

ファミリー割引は2名で
300円、3名で500円を
総額から割引いたします。

理美容師急募（中習・技術者）
性 別・年齢不問

（サロンぺぺ  ☎0868-72-9800）

大人 2,530円
（
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）

65歳以上（シルバー割引） 
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